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第２章 政治・職場における女性の活躍について 

  

１ 女性政治家の増加についてどう思うか(問５)  

女性政治家（閣僚・議員・都道府県知事・市町村長等）の増加についてどう思うかをたずねた。 

全体では“賛成”（「賛成」と「どちらかといえば賛成」の合計）が圧倒的多数（86.5％）となって

いる。 

性別でみると、“賛成”は女性（89.0％）が男性（84.1％）を 4.9ポイント上回っている。 

性・年代別でみると、いずれの年代でも“賛成”が“反対”（「どちらかといえば反対」と「反対」

の合計）を上回っており、とくに女性の 30代では“賛成”が 94.0％と最も高くなっている。 

 

図表２－１ 女性政治家の増加についてどう思うか － 性別、性・年代別 
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１－１ 女性政治家の増加について賛成する理由(問５－１)（複数回答） 

女性政治家の増加について「賛成」「どちらかといえば賛成」と回答した人（2,714人）に、その理

由をたずねた。 

全体では、「政治家になることに性別は関係ないから」（83.3％）の割合が最も高かった。 

性別でみると、「女性の視点や母親としての声を政策に反映させることができるから」では女性

（63.2％）が男性（49.3％）を 13.9ポイント上回っている。 

 

図表２－１－１ 女性政治家の増加について賛成する理由 － 性別 
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図表２－１－１－１ 女性政治家の増加について賛成する理由 － 性別、性・年代別 
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１－２ 女性政治家の増加について反対する理由(問５－２)（複数回答） 

女性政治家の増加について「どちらかといえば反対」「反対」と回答した人（130人）に、その理由

をたずねた。 

全体では、「男性の方が適性があるから」（33.8％）の割合が高くなっている。 

性別でみると、「明確な理由はわからないが抵抗がある」では女性（31.7％）が男性（16.9％）を

14.8 ポイント上回っている。 

 

図表２－１－２ 女性政治家の増加について反対する理由 － 性別 
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図表２－１－２－１ 女性政治家の増加について反対する理由 － 性・年代別 
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２ 職場での女性の雇用・登用について(問６) 

２人以上が勤務する職場で働く方に、職場での女性の雇用・登用の状況についてたずねた。 

全体では、“進んでいる”（「進んでいる」と「どちらかといえば進んでいる」の合計）が 68.3％、

“進んでいない” （「あまり進んでいない」と「進んでいない」の合計）が 23.4％となっている。 

性別でみると、“進んでいない”では男性（30.4％）が女性（14.7％）の２倍以上となっている。 

性・年代別でみると、いずれの年代でも“進んでいる”が“進んでいない”を上回っている。 

 

図表２－２ 職場での女性の雇用・登用について － 性・年代別 

 

 

 

  

（注）問６～８は「２人以上が勤務する職場で働く方に」対する質問であるため、無回答を

除いて集計を行っています。 
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経年比較でみると、“進んでいる”（68.3％）は前回調査（61.0％）を 7.3 ポイント上回っている。 

 

図表２－２－１ 職場での女性の雇用・登用について － 経年比較 

 

 

 

  

（注）問６～８は「２人以上が勤務する職場で働く方に」対する質問であるため、無回答を

除いて集計を行っています。 
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３ 職場での女性の雇用・登用を進める上での課題(問７)（複数回答） 

２人以上が勤務する職場で働く方に、職場での女性の雇用・登用を進める上での課題をたずねた。 

全体では、「職場が男性中心の組織風土である」が 33.1％で最も高く、次いで、「男性の家事・育児

参画を進めるための後押しが不十分である」（31.3％）、「ワーク・ライフ・バランスに取り組む職場

づくりが進んでいない」（27.1％）となっている。 

性別でみると、「職場が男性中心の組織風土である」は男性（38.9％）が女性（25.9％）を 13.0ポ

イント上回っている。 

 

図表２－３ 職場での女性の雇用・登用を進める上での課題 － 性別 

 

 

 

  

（注）問６～８は「２人以上が勤務する職場で働く方に」対する質問であるため、無回答を

除いて集計を行っています。 
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４ 過去３年間にセクシュアル・ハラスメントと思う行為を受けた経験(問８)  

２人以上が勤務する職場で働く方に、過去３年間にセクシュアル・ハラスメントと思う行為を受け

た経験をたずねた。 

全体では「受けたことがある」が 11.1％、「受けたことはない」が 88.9％となっている。 

性別でみると、「受けたことがある」は女性（17.2％）が男性（5.9％）の３倍近くとなっている。 

 

図表２－４ 過去３年間にセクシュアル・ハラスメントと思う行為を受けた経験 － 性別 

 

 

 

 

 

  

（注）問６～８は「２人以上が勤務する職場で働く方に」対する質問であるため、無回答を

除いて集計を行っています。 
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４－１ 受けたことがあるセクシュアル・ハラスメントと思う行為(問８－１)（複数回答） 

問８で「受けたことがある」と回答した人（236人）に、その内容をたずねた。 

全体では、「異性との交際、結婚や出産など、プライベートなことについて不必要に聞かれた」

（48.3％）が最も高く、次いで、「性的な話や冗談を聞かされた」（42.8％）、「容姿や年齢について不

必要に話題にされた」（35.6％）となっている。 

性別でみると、「性的な話や冗談を聞かされた」では女性（48.2％）が男性（27.9％）を 20.3ポイ

ント上回っている。一方、「「女のくせに」「女だから」または「男のくせに」「男だから」などと言わ

れた」では男性（36.8％）が女性（25.6％）を 11.2ポイント上回っている。 

 

図表２－４－１ 受けたことがあるセクシュアル・ハラスメントと思う行為 － 性別 
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